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　─　祈るこころを大切にし、キリスト教の価値観に基づいて愛と希望を持って生
きる姿勢を育てる。

　─　謙虚に自己を見つめ、現実に静かに向かい合い、自らを深め、高めていくよ
うに導く。

　─　みずみずしい感性と、他と共感できる豊かな人間性を育む。
　─　知的価値を重んじ、喜びを持って自ら学ぶ力を育てる。
　─　創造性に富む堅実な思考力と、正しく判断する力を育てる。
　─　広い視野で物事をとらえ、自分の考えを明確に表現する力を育てる。
　─　人や社会と積極的に関わる力を育てる。
　─　骨惜しみせず働く習慣と、誠実に他者に尽くす行動力を育てる。
　─　責任感と謙虚な心を備えたリーダーシップを養う。

　この教育方針は、豊かな自然のなか、イエスの聖心のもとに互いにひとつに結ば
れた「家庭」の信頼関係のうちに実現されています。

○初・中・高等科 12年間の一貫教育をより充実させるため、４－４－４制のステー
ジ制を取り入れています。その一つとして、中・高等科教員が５、６年生のいく
つかの教科を担当し、より専門的な指導と教育課程の系統化を図っています。
○個に応じた指導を行い、基礎学力の充実と個性伸長の教育を進めています。
○全学年で宗教と英語の授業を行い、豊かな情操と国際性の基礎を養っています。
○奉仕的な活動に骨惜しみせず、積極的に頭も心も体も使えるよう取り組んでいます。
○祈りに始まり祈りに終わる毎日を通して、神様に守られている安心感のもと心の
力、生きる力を養っています。

●５、６年生は清里で、4年生は不二聖
心で宿泊をしながら自然と親しみます。また、3年生からの調べ学習の集大成として、
6年生では一人一人が自ら課題を見つけ1年を通して卒業研究に取り組みます。

●１年生から英語のみでの授業を週２回、ネイティブスピーカーと
専科担当者のティームで行っています。よく見て、聴いて、解ろうとする力、きれ
いな英語が話せるよう粘り強く練習に取り組む力を育てています。５、６年生では、
海外姉妹校（アイルランド、英国、米国等）の児童たちとペンフレンドとして交流
を楽しむなど、学びを実体験として味わい、国際性を身につけていきます 。

上級学校に
進むには 原則としては、同一キャンパス内にある中等科へ進学します。
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